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昭和16年4月25 日（金）， 26日（土）雨日

電氣倶架部講堂（東京市麹町謳有業町）

付一ー自午前8.30 於令場

付ー一懇親晩餐令又は見序屯舎参）JII 一行に合且京（バッチ）を交付す
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午前9.00-―午後3.00 (JJIJ項限術講演次第参照）

自午後3.00

拶
事
拶

海軍少牌
日本疲送電株式會社総裁

於電氣倶衆部食堂

4 月26日（土）

日本軽金屋株式會社蒲原工場見學 午後1.00一3.00

集 合 正午迄に東海道線岩淵葬前にて受付，同岬より徒歩
(20分）にて工場へ
見殿終了後徒歩にて岩淵葬に至り解散
同社の御接待による
木協合にて用意す，岩淵！界にて各自受取ること
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＝＝＝慇親晩餐會
並に見學會

参二 加 申 込＝＝＝

1. 参加禽費

◎御

◎案

懇親合喪2 llil又は見現舎費1闘を別紙rf- 1 込苦（振替用紙）により彿込みの上御r-j1 込
のこと

2． 申込期日 4月15日迄に本協合に到滸するやう巾込みのこと
ふ 定 員 兄峡参加人数2万0名とし定且超過の際は抽錢によりて定むこと
4． 参加證． 参加決定の上は参加證を送附す，裳日（又は前Fl)受付l't:示し合且衣を受取りのこと
注 意 合［i衣なき方及代人の見躾参加は絶針お断りすo見様の際，邸鍔機は携帝せざること

内 東京，名古民方面よりの便利なる列車下記の辿り

二Iニニ巨三］「ご戸
7.25 A （京糀行F→11.26 A 

11..51 A `_ _6.37 A
3..'30 P （米原行）→ 8.-52 P 

8.10 P +--- 4.16 P 

昭和16年3月

贄見電氣化學協會
電氣化學協會闊東支部
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／ 第 九 回 大 會 學 術講演 會次第

4月25日（金）｛鱈農霊｝ 自9.00

,(1)チタニウム化合物に開する妍究（第25報） 東京工業大琺建築材料研究所 鈴 木 伯 ー氏 (10分）
＇

I TiO�の還元反應に就て主として牛導證生成機構の立場から研究した。
Ti02の還元に就てほ古くから多敷の研究があるが之は砂鐵鏃の冶金に閲、するもので著者ほ全然考へ方を菱

へて宜験を行ひ新電氣材料を求め又半導性の原因を椀べつぶある次第である。本研究は日本線術振興會及文部
省科駆研究喪の補助を受けて行つたものであるo恩師故近藤消治先生が著者に輿へられたる御懇切なる御指羽

・並に本研究所長小林政一数授の方々に深甚なる謝意を表すゃ者である。

(2).硫酸法に依る純アルミナ製造に閲する研究（第9報） アル
、

ミニウム硫酸墜とアンモニア
水との反應に関する理論的研究 ・ 、 、大日本製糖株式合祉 舟木好右衛門氏 (15分）

アルミニウム硫酸甕固盟とアンモニア水との反應に依り漉過水洗の容易な水酸化アルミ←ウムを得る試みは
敷多くヽ研究されて居る。然も尚此の反應により工業的に良好な水酸化アルミニウムを製造し得るまでに至つて
は居らない 3

斌者は前記の反應を工架上に有妓に應用する目的を以て本反應の槻構を明かにし従来の映助を是正せんと試
みた。JLtの目的の箆に先づ固盟が化駆反應を起しつり液埜に溶解するNernst Cf)異相系反應を考察し該異相系
反應にぱ．（1) Nernstの理論の適應する場合，（2)厳密には成立せず近似的にの み成立する場合，（3)全く
成立せざる場合の三型のある事を明かにしNernst の反應理論を登展せしめた。次に此の新なる反應理論より
アルミニウム硫酸甕固堕とアムモニア水との反應は再椀討さるべきである事を論ずる 3 • • ' • 

・ ・ ・(3) 硫酸法に依る純アルミナ製造に開する研究（第 10 報） 賓験的研究
大日本製糖株式會社 舟木好右衛門氏 (15分）

前報に於て登表した新なる累相系反應の理論よりみてアルミニウム硫酸態とアムモニア水との反應が如何な
る型に厖するかを詳細に宜瞼的に決定したo而して厳密にはNernstの理論は成立せず近似的にのみ成立する
ものなる事責明かにする。次に此の理論より前記の反應を考察すると従来該反應に於て不明であつた諸現象が
明かとなり 従来の誤つた解繹も指摘し得た。而して本反應を工業上に充分に應用さるべき偵値ある反應條件
を決定し得た。尚本研究の各賀験の詳細は稿を改めて登表するものなる事を特に附記する。

•(4) 炭化カルシウムの生成及び分解
・ 東京帝國大學エ慇部 組山直人兵 太田 嬰氏 滋洲電氣化根工業株式會社 ° 井上嘉組氏 （笏．分）
殆ど純梓なる炭化切ルシウムを製し．其の分解を研究し，之れを基礎として石灰と炭素とよりの炭化カルジ

ウムの生成の好適條件に就て考ふるところを述べる。

·(5) 石灰窒素誘導證に開する研究（第13報） グアニチン墜の一新製造法並に其の新規應用に就て
東京工業大學有横電氣化學研究室並に表源化躾研究所 °杉野喜一郎氏 山下 索治氏 (15分）

石灰窒素より任意のグアニヂン堕を簡箪に製する新法を翌見したので之に就て紹介じ尚二，三のグアニヂヽィ
＇

堕の新規應用に就て述べる。

＇（6)モノビニ ー ルアセチレンの二，三の賓験東京芝ni電氣株式會社マツダ支社 大．村 消氏（
・

10分）
モノビニ:..Jレアセチレンをキシロールに溶解し，該溶液の蒸氣巫の測定を行ったo此の結果よりピニールア

セチレンの戟造の際未反應のアセチレンから溶解法に依りビニールアセチレンを分離するに必要なるキシロー
ルの最を求めた。又此の蒸氣巫とビニーIレアセチレンの分子率が直線的闊係を有する故に該溶液よりビニール

I ' ァゼチレンほ普通の蒸溜にて箇箪に分離し得るo更に此の様にして得たるビニールアセチレンを恒温既縮液化
し，液化に要する艇を宜瞼により求めた。

休 憩
， 自10.40

(7)オソニドに開すも研究 ． 横預高等工業學校電氣化堺科 河 村 文 ー氏 (20分）、
・ スチレンオゾニドの重合性並1こVヒ挫反應性に一つき述べんとす。 ，． 

(8) 屈析率測定に依る合成ゴムの二
，

．三の研究（第1報）
東京芝浦電氣株式會社マツダ支社 金 子 秀 男氏(15分）

． 飽素系合成コ・

渭究に於ける屈折率の利監測定方法及び基礎敷値を列學し，箪批髄の純度決定に應用し不
純物，溢度及び比只等とのI紐係を調べ， ア イクマンの式に適合するを認め、純度算出の方法と正確度を述べた。
次いで軍合進行に伴ふ屈折率変化と牧李，條件及び調節洵jの影密を宜瞼し，重合比屈折に依る循合度の新判定
法を行った。又理論的に，を分子屈折，屈折分散及び比屈折による箪裁堕，二拭髄，鋲朕及び立堕霞合物の構造
研究に及び，各種合成コ・ ム及び天然コ＊ ムの屈折性質の間に一定の闘係ある事府を見出し，更に透電恒敷，双極
子能率及び幾何異性との闘係を椀討した。 ’ ’ 

、（ 9) 合成樹脂の・物理的性質（第4報） 熱可塑性石炭酸樹脂の二，三の物理的性質及び電氣的性質，＇
． 株式會祉日立製作所 9 日立研究所 河合鱗次郎氏・(20分）

躙酸を獨媒とせ桑フェノールフォルムアルデヒド樅脂に就て，加熱縮合に伴ふ比露，熱膨脹李，粘性率及び
直洗比抵抗，高周波誘電車損失角等の愛化に就て述べ之等諸性質の相互闊聯性を検べ所謂熱可蛾性の定祉
的な吟味を試みる。なほフォルマリン配合最により熱可靱性に著しい差異の生ずる事を明かにし，先に痰表し
たアンモニアを摘媒とする熱号ヒ性樹脂との比較を行ふ。

•(10） 有機化合物の電解還元歴の研究（第 30 報） クロルビクリンの電解還元第1 部
京都帝國大躾農學部林産化學孜室 志方 盆三氏 °鈴木 信氏(20分）

クロル・ピクリンに及ぽす亜硫酸曹逹の影響に就て，特に水素イオ六農度との闊係をポーラログラフ法によ
り研究した結果を報告する。

1(11) 瞬密過酸化鉛隔極を用ふるアジスラセンの電解酸化

麟羞塁苫闊悶瓢翡篇） 杉野喜
一郎氏 °水口 純氏 九里苦 一郎民(1.5分）



油省堺は‘fl，；氣化珠科にて創呪せる所謂緻密過酸化鉛‘[E極を陽極として有椴物の紺解醗化の研究を行つてf,i_}
る。姓には其の第·報としてアソ，スラセソの宙解酸化の結果に就て骰告する。

董 食 休 憩 —― 

自o.so

(12)酸性温泉の利用に闘する研究 早ff1|l1大根理J：根部 川 崎 1E 沿氏 (15分）

(13) 層瓶沈澱に就て
＾ 

横泊翡等•E業殷校虚氣化匁科 横山 盛彰氏 °柳原 麻夫氏 (15分）
クロム酸退のK枡犬反應進行rlIのゲル内に一到の白金極を挿入，かくして形成せるイオソ殺淡電池の起電）J変

化を象限‘［じ位計を｝1jひ汎IJ‘正した。詢外部‘心解質が訊なるゼラチソゲルに搬散する場合の起電力要化をも測定し
、心解虹の抵散に裳り其の前面はイオソの種類により著しき差異あるを認めたo此等の結果より侭枡犬沈蔽の成囚
に就ての推測を辿ぺるo沈瑕が過咆和状態より生ずる場合は一般に肝朕と成り得る，尚過飽和度の過小なる際
も特殊の場合は矢張り肝状と成り得る事を述べる。

(14) ニッケル鍍膜の厚さの測定に就て 横泊f.::i等1
＾
．業康校箪氣化限科 中 島 正 巳氏 (15分｝

ニッケル鋲由文の厄さの測定方法の二，二に闘し本協會鍛金規格澗査委負として晶庫せる結果を報告する。

(15) 硫酸クロム塵溶液よリ金属クロムの電析に就て
京都帝國大堺工康部T．業化限数室 °岡r.1 1 )反芝氏 可ll 牧氏 (15分）

従来令励クロムは鍍金の「1的を以てクロム酸溶液より61代のイオソよりの電祈が行ほれてゐるo此の電解浴
より厚き鍍金肝を造る事も可能ではあるが，園流奴率低く而も6伯イオソよりの溢元である。研究者等ほ澳式
冶金のH的を以て金届クロムの電祈を行ほんとし3 {t'iクロムイオソよりの電析，即ち硫酸唖よりの電解を宜験
した。本船 ＇iしま其の概要を述べる。

(16) 箪分子膜層を施した金属電極の電位 東京工業大限軍氣化烈科 °武Ji： 武氏 深津 浩 一 氏 (15分）
液面上に脂肪酸等の附分子肝を有する液に金麗を出したり入れたりすれば． 金届表面に箪分子膜肝が出来

る。この方法は金濁表面に任なの厚さの非‘心迅性膜を施す一つの手段である'o油者はこのやうにしてf忙った金
励紺極の電位を測定して金筋雷極の露位と腐蝕との脳係を考察した。

休 ． 憩
自2.10

(17) 鉛蓄電池陽極板の放電容饂とペーストの組成横泊心j¥';工業堺校電氣化峨科 木 下 恭 二氏(20分）
ベーステッド型錯裕霊池の極板の製作に鴬つて，その工程中ペーストの糾成が出来上り極板の放電容祉に極

めて町大なる影営を及ぽすべき事ほ想像に難くない。油者は錯裕霞池の陽極板に1紺しこの問迎をや豆痘充的に
調査せる結果の報告をする。

(18) 磁性酸化鐵の表面層を有する錬陽極の製法
東ぶ帝國大身とユ

’
．烈部應用電氣（七根及光化烈研究室 °

仲 的 司氏 服 部 逹 也氏(30分）

至3.00

此の研究は不溶性腸極の製法の研究の一部であつて，班接の目的は内部が緻で金協的電忍性を有し表面は磁
性酸化鐵(Fe30-1)で疫はれて届りClー の放雀にも so.. の放心にも堪へる如きものを作らうとするにあるo此
のH的の総に鐵を酸化して表面に酸化鐵を作り，それをH？ー 比0の混合氣睦で臨理して酸化徽を完全にFeaO,
とし，多礼質のところをバラフィンで充撰するのが要貼であるが，鐵表面への刻目の彫刻，酸化虞理，H2-H20
臨理などの好適條件，製品の試殿に闘し多年研究した結果を述べ，なほ不充分の勅を述べ，其の原因に就て宜
験し研究したところを話しするf炭定。

至0.10

 

見學會並に炭素電極協議會〔橡 告〕
下記により見挫會，炭素‘也極協故會を開催し尚この椴會に併而通常純合，會員懇親色を開催す。

期 日 昭和16年5月10日（土） 各催しに街参加願ひます。
1. 昭和電極株式會祀及日本フアイパー株式會社見呆

0梨 合 5月10日（i:） 午前8時30分 迄に阪神甲子園集合
0定 負 約150名

2.炭素電極協議會 5月10日（土）自午後2時より 於大阪（皆行祉軍人會館
3.通 常 穂 會 同 上自午後6時 於同 上

昭和15年ー合務事柔報告． 白計決算報告． 昭和16年i必改芝役員報作

4,會員懇践會 同 上自午後6時30分 於大阪犬滴抵野山届
會 費3 Ill 鴬日會場受付に彿込みのこと

0参加申込 5月5日迄に隣西支部宛到達するも恕喘書にて各催しに参加の旨明記し御申込みのこと

海 外 事 情 講 演 會〔豫 告〕
来る5月20日（火） 午後1時半より大阪階行社軍人會館に於て下記の通り謁演會を開佃す

1.南米の鎖物に就て 大阪帝闊大挫工挫部 術 水 要 絨氏
2,新興泰國の現朕（映術使用） 同 上 中 村 絣氏

昭 和16 年 4 月

電氣化學協會開西支部
大阪市北慨北扇町 大阪市立工業研究所内

‘
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